
 

 

 

 

 

医療機器や医療現場で使用する製品等の開発・事業化においては、ユーザとなる医療従

事者による当該製品の評価や使い勝手など、様々な観点から意見を収集し、反映していく

ことが必要となります。一方で、医療機器等分野に参入した企業においては、医療機関や

医療従事者等と十分なネットワークを構築できていない場合が多いのが実情です。 

そこで、本事業では、東北管内のものづくり企業による一定程度の開発が終了した試作

品に対する使用評価もしくは横断的展開や改良検討中の上市済製品に対する医療従事者に

よる評価の機会を提供します。 

つきましては、本製品使用評価の活用を検討される企業は、公募申し込みにご記入の

上、期日までにお申し込みください。 

 

＜＜製品評価の流れ＞＞ 

 

 

  

令和元年度 地域中核企業ローカルイノベーション支援事業 

（東北経済産業局：東北地域の医工連携環境の整備と企業課題の解決） 

製品使用評価に係る製品公募のご案内 

①応募

依頼確認

企業 事務局 医療機関

②審査

③採否確認

④製品・評価項目等の確認／日程調整

⑦使用評価

⑤評価日程等
通知・調整

⑥製品発送
評価準備

確認

⑧結果確認

⑨結果確認

⑩アンケート 確認

必要に応じて
同席・聞き取り

備考

公募締切：
2019年12月20日（金）

採否結果：
2020年1月初中旬

調整期間：
2020年1月初中旬

～
2020年1月末

実施期間：
2020年1月中下旬

～
2020年2月末

実施期間：
2020年3月中旬



＜＜ 公募内容 ＞＞ 

 

1. 対象：東北管内のものづくり企業が開発等行った製品や試作品 

 ※医療機器や医療現場で使用する製品（非医療機器等も対象）等 

2. 件数：2製品（予定） 

3. 実施方法（以下のいずれかを予定）： 

 医療機関への貸し出しによる使用評価（アンケート調査） 

 医療機関内会議室/ふくしま医療機器開発支援センターを使っての使用評価  

注）評価いただく医療機関は福島県内を予定しております。 

4. スケジュール： 

 製品募集：2019年12月20日（金） 

 製品選定：募集終了後1か月程度 

 製品評価：2020年1月～2020年2月末を予定 

5. 必要費用（企業負担分）： 評価製品の搬入出に係る費用、企業関係者の旅費、製品評

価に係る資材（使用評価の際に使用するその他器具や消耗品、評価の際に使用する会

議室の借上げ費は事業にて負担予定ですが、先端機器利用や手術室など特殊環境を要

する場合は、調整の上、企業に負担いただく場合があります。） 

（製品評価に係る医療機関との調整や医療従事者への評価謝金は事業にて負担。） 

6. 注意事項： 

 申込多数の場合は、本事業関係者により対応可能な医療機関等の調整状況を踏ま

え、厳正に審査の上、選定をいたします。なお、審査内容の公表は行いません。 

 申込書は返却を行いませんので、予めご了承ください。 

 評価項目は企業自ら設定・提供いただきます。 

 会議室等を借り上げて、医療従事者に使用評価いただく場合は、企業にも同席を

いただき、直接、評価事項に対する聞き取りを行っていただきます。 

 評価終了後、評価結果の活用や結果、本事業に対するアンケートにご協力いただ

きます。 

7. お申込方法：申込書に記入の上、メールまたはFAXにて 

8. 公募締切：2019年12月20日（金） 

9. 申込・問合わせ先：株式会社ドゥリサーチ研究所 担当：榎本 

mail:kenomoto@dori.co.jp Tel：03-5570-0841  FAX：03-5570-0845 


